
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の誤り訂正単位よりなる記録情報を情報記録媒体に記録する情報記録方法であって
、
　

ことを特徴とする情
報記録方法。
【請求項２】
　所定量の新ダミー情報を記録することから前記追加記録を開始することを特徴とする請
求項 に記載の情報記録方法。
【請求項３】
　前記所定量の新ダミー情報を記録した後、新たな前記記録情報を記録することを特徴と
する請求項 に記載の情報記録方法。
【請求項４】
　新たな前記記録情報を記録することから前記追加記録を開始することを特徴とする請求
項 に記載の情報記録方法。
【請求項５】
　前記記録終了の後に前記情報記録媒体に追加記録を行うとき、前記記録されているダミ
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第１記録情報を記録し、当該第１記録情報の最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂
正単位に当該誤り訂正単位の途中までとなる所定量のダミー情報を記録して前記第１記録
情報の記録を終了し、当該次の誤り訂正単位内の前記記録を終了した位置に対して、誤り
訂正能力の範囲内となる位置から第２記録情報の追加記録を開始する

１

２

１



ー情報の中から当該追加記録を開始することを特徴とする請求項 に記載の情報記録方法
。
【請求項６】
　前記誤り訂正単位の各々は複数のセクタからなると共に、
　前記記録終了の位置及び前記追加記録の開始位置は、前記一の誤り訂正単位における第
１セクタ内にあることを特徴とする請求項 に記載の情報記録方法。
【請求項７】
　前記第１セクタの先頭位置を検出し、
　前記検出された第１セクタの先頭位置に基づいて求められた位置から前記追加記録を開
始することを特徴とする請求項 に記載の情報記録方法。
【請求項８】
　複数の誤り訂正単位よりなる旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該
旧記録情報の

前記情報記録
媒体に対して、新記録情報を追加記録する情報記録方法であって、　前記旧ダミー情報の
記録位置を検出する検出工程と、
　前記検出された旧ダミー情報

新ダミー情報を記録する新ダミー
情報記録工程と、
　前記新ダミー情報の後に前記新記録情報を記録する記録工程と、
　を備えたことを特徴とする情報記録方法。
【請求項９】
　前記新ダミー情報により、前記旧ダミー情報の一部が上書きされることを特徴とする請
求項 に記載の情報記録方法。
【請求項１０】
　前記新ダミー情報を記録後において残存している前記旧ダミー情報の情報量と、前記新
ダミー情報の情報量と、を合算した情報量が、一の前記誤り訂正単位に含まれる情報量よ
り少ない情報量となるように、前記新ダミー情報を記録することを特徴とする請求項

に記載の情報記録方法。
【請求項１１】
　前記旧ダミー情報は、前記旧記録情報が含まれる最後の前記誤り訂正単位の次の前記誤
り訂正単位の先頭から所定量だけ記録されており、
　前記新ダミー情報は、前記次の誤り訂正単位内においてその先頭から所定距離離れた位
置から記録されることを特徴とする請求項 のいずれか一に記載の情報記録方法
。
【請求項１２】
　前記誤り訂正単位の各々は複数のセクタを含み、
　前記旧ダミー情報は、前記次の誤り訂正単位中の第１セクタの途中まで記録され、
　前記新ダミー情報は、前記第１セクタ中の所定位置から記録されることを特徴とする請
求項 に記載の情報記録方法。
【請求項１３】
　請求項 に記載の情報記録方法により記録情報が記録されている情報記録媒体から前記
記録情報を再生する方法であって、
　再生時に、前記上書きされた領域の情報を所定の情報に置き換えて再生することを特徴
とする情報再生方法。
【請求項１４】
　複数の誤り訂正単位よりなる旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該
旧記録情報

前記情報記録
媒体に対して、新記録情報を追加記録する情報記録方法であって、

10

20

30

40

50

(2) JP 3824701 B2 2006.9.20

１

１

６

最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中
までとなる所定量のダミー情報を記録して当該旧記録情報の記録が終了した

が記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終了し
た位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置から

８

８又
は９

８乃至１０

１１

９

の最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中
までとなる所定量のダミー情報を記録して当該旧記録情報の記録が終了した



　前記旧ダミー情報の記録位置を検出する検出工程と、
　前記検出された旧ダミー情報

新記録情報を記録する新記録情報
記録工程と、
　を備えたことを特徴とする情報記録方法。
【請求項１５】
　前記新記録情報により、前記旧ダミー情報の一部が上書きされることを特徴とする請求
項１４に記載の情報記録方法。
【請求項１６】
　前記旧ダミー情報は、前記旧記録情報が含まれる最後の前記誤り訂正単位の次の前記誤
り訂正単位の先頭から所定量だけ記録されており、
　前記新記録情報は、前記次の誤り訂正単位内においてその先頭から所定距離離れた位置
から記録されることを特徴とする請求項 に記載の情報記録方法。
【請求項１７】
　前記誤り訂正単位の各々は複数のセクタを含み、
　前記旧ダミー情報は、前記次の誤り訂正単位中の第１セクタの途中まで記録され、
　前記新記録情報は、前記第１セクタ中の所定位置から記録されることを特徴とする請求
項 に記載の情報記録方法。
【請求項１８】
　複数の誤り訂正単位よりなる記録情報を情報記録媒体に記録する情報記録装置であって
、
　

ことを特徴とする情
報記録装置。
【請求項１９】
　所定量の新ダミー情報を記録することから前記追加記録を開始することを特徴とする請
求項 に記載の情報記録装置。
【請求項２０】
　前記所定量の新ダミー情報を記録した後、新たな前記記録情報を記録することを特徴と
する請求項 に記載の情報記録装置。
【請求項２１】
　新たな前記記録情報を記録することから前記追加記録を開始することを特徴とする請求
項 に記載の情報記録装置。
【請求項２２】
　前記記録終了の後に前記情報記録媒体に追加記録を行うとき、前記記録されているダミ
ー情報の中から当該追加記録を開始することを特徴とする請求項 に記載の情報記録装
置。
【請求項２３】
　前記誤り訂正単位の各々は複数のセクタからなると共に、
　前記記録終了の位置及び前記追加記録の開始位置は、前記一の誤り訂正単位における第
１セクタ内にあることを特徴とする請求項 に記載の情報記録装置。
【請求項２４】
　前記第１セクタの先頭位置を検出し、
　前記検出された第１セクタの先頭位置に基づいて求められた位置から前記追加記録を開
始することを特徴とする請求項 に記載の情報記録装置。
【請求項２５】
　複数の誤り訂正単位よりなる旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該
旧記録情報
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が記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終了し
た位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置から

１４又は１５

１６

第１記録情報を記録し、当該第１記録情報の最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂
正単位に当該誤り訂正単位の途中までとなる所定量のダミー情報を記録して前記第１記録
情報の記録を終了し、当該次の誤り訂正単位内の前記記録を終了した位置に対して、誤り
訂正能力の範囲内となる位置から第２記録情報の追加記録を開始する

１８

１９

１８

１８

１８

２３

の最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中



前記情報記録
媒体に対して、新記録情報を追加記録する情報記録装置であって、
　前記旧ダミー情報の記録位置を検出する検出手段と、
　前記検出された旧ダミー情報

新ダミー情報を記録する新ダミー
情報記録手段と、
　前記新ダミー情報の後に前記新記録情報を記録する記録手段と、
　を備えたことを特徴とする情報記録装置。
【請求項２６】
　前記新ダミー情報により、前記旧ダミー情報の一部が上書きされることを特徴とする請
求項 に記載の情報記録装置。
【請求項２７】
　前記新ダミー情報を記録後において残存している前記旧ダミー情報の情報量と、前記新
ダミー情報の情報量と、を合算した情報量が、一の前記誤り訂正単位に含まれる情報量よ
り少ない情報量となるように、前記新ダミー情報を記録することを特徴とする請求項

に記載の情報記録装置。
【請求項２８】
　前記旧ダミー情報は、前記旧記録情報が含まれる最後の前記誤り訂正単位の次の前記誤
り訂正単位の先頭から所定量だけ記録されており、
　前記新ダミー情報は、前記次の誤り訂正単位内においてその先頭から所定距離離れた位
置から記録されることを特徴とする請求項 のいずれか一に記載の情報記録装
置。
【請求項２９】
　前記誤り訂正単位の各々は複数のセクタを含み、
　前記旧ダミー情報は、前記次の誤り訂正単位中の第１セクタの途中まで記録され、
　前記新ダミー情報は、前記第１セクタ中の所定位置から記録されることを特徴とする請
求項 に記載の情報記録装置。
【請求項３０】
　請求項 に記載の情報記録装置により記録情報が記録されている情報記録媒体から前
記記録情報を再生する装置であって、
　再生時に、前記上書きされた領域の情報を所定の情報に置き換えて再生することを特徴
とする情報再生装置。
【請求項３１】
　複数の誤り訂正単位よりなる旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該
旧記録情報

前記情報記録
媒体に対して、新記録情報を追加記録する情報記録装置であって、
　前記旧ダミー情報の記録位置を検出する検出手段と、　前記検出された旧ダミー情報

新記録情報を記録する新記録情報記録手段と、
　を備えたことを特徴とする情報記録装置。
【請求項３２】
　前記新記録情報により、前記旧ダミー情報の一部が上書きされることを特徴とする請求
項 に記載の情報記録装置。
【請求項３３】
　前記旧ダミー情報は、前記旧記録情報が含まれる最後の前記誤り訂正単位の次の前記誤
り訂正単位の先頭から所定量だけ記録されており、
　前記新記録情報は、前記次の誤り訂正単位内においてその先頭から所定距離離れた位置
から記録されることを特徴とする請求項 に記載の情報記録装置。
【請求項３４】
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までとなる所定量のダミー情報を記録して当該旧記録情報の記録が終了した

が記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終了し
た位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置から

２５

２５
又は２６

２５乃至２７

２８

２６

の最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中
までとなる所定量のダミー情報を記録して当該旧記録情報の記録が終了した

が
記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終了した位置に対して、誤り訂正能力の
範囲内となる位置から

３１

３１又は３２



　前記誤り訂正単位の各々は複数のセクタを含み、
　前記旧ダミー情報は、前記次の誤り訂正単位中の第１セクタの途中まで記録され、
　前記新記録情報は、前記第１セクタ中の所定位置から記録されることを特徴とする請求
項 に記載の情報記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一回のみ記録可能なＤＶＤ－Ｒ（ DVD-Recordable）に代表される高密度光ディ
スク等の追記型情報記録媒体に予め記録されている旧記録情報に連続して新記録情報を追
加記録するための情報記録方法及び装置の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、一回のみ記録可能な追記型情報記録媒体においては、一度旧記録情報が記録され
た領域に新記録情報を後から上書きしようとすると、旧記録情報及び新記録情報の双方が
破壊されることとなる。
【０００３】
そこで、この種の追記型情報記録媒体に新記録情報を追加記録するための情報記録方法及
び装置において、旧記録情報に連続して新記録情報を記録する際には、従来、旧記録情報
と新記録情報との連設部において、当該旧記録情報又は新記録情報において用いられてい
る誤り訂正処理におけるＥＣＣ（ Error Correcting Code ）ブロック等の誤り訂正単位に
相当する情報量に対応する連設領域を設け、この連設領域に相当する旧記録情報の最後の
部分及び新記録情報の最初の部分に、例えば、意味のないダミー情報又は所定のＲＦ（ Ra
dio Frequency ）信号を記録し、その後に本来の上記新記録情報を記録開始することが行
われていた。
【０００４】
この連設部分を設ける理由は、後から記録された新記録情報と旧記録情報を連続して再生
する際に、連設部分を設けないと、旧記録情報の記録領域と新記録情報の記録領域との境
界部で夫々のＲＦ信号が不連続となる場合があり、その場合には、再生時におけるフォー
カスサーボやトラッキングサーボが不安定となる原因となるからである。
【０００５】
また、一ＥＣＣブロック分の連設部分を設けてそこに意味のないダミー情報等を記録する
理由は、従来の誤り訂正処理においては、誤り訂正は上記誤り訂正単位毎に行われるもの
であり、当該誤り訂正単位の途中から新記録情報を記録すると、新記録情報を記録後に旧
記録情報と当該新記録情報を連続して再生する際に、誤り訂正単位内にある新記録情報の
先頭部分については、正しく誤り訂正が行われず、従って、正確な連続再生ができないこ
ととなるからである。この点で、上記のように連設領域において意味のないダミー情報又
は所定のＲＦ信号を一ＥＣＣブロック分記録することを予め決めておけば、たとえ上記連
設部において旧記録情報と新記録情報が重なることにより双方が破壊されても、その部分
に記録されている情報が意味のないダミー情報又は所定のＲＦ信号であるため、この部分
を再生せずに読み飛ばして当該連設部の次のＥＣＣブロックから新記録情報を再生するこ
とにより、旧記録情報と新記録情報の再生ができるのである。
【０００６】
更に、上記連設領域を設ける他の理由は、連設領域を設けずに旧記録情報に連続して新記
録情報を記録すると、旧記録情報と新記録情報が重複した部分で双方が破壊される場合が
あるが、その際の破壊の範囲が誤り訂正単位を越えた場合には、破壊された記録情報を修
復することができない場合があるからである。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の誤り訂正単位は、例えば、３２ｋ Byte程度の容量を有するものであ
り、この領域が再生に無関係の情報で満たされることとなるため、大量の情報を記録する
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３３



必要のある上記高密度ディスク等においては、極めて不効率であり、情報記録媒体上の記
録領域を有効に使用することができないという問題点があった。
【０００８】
そこで、本発明は、上記問題に鑑みて成されたもので、その課題は、情報記録媒体の記録
領域を有効に活用しつつ新記録情報を追加記録することができると共に、旧記録情報と新
記録情報の連続再生を正確に行うことが可能な情報記録方法及び装置を提供することにあ
る。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、複数の誤り訂正単位よりなる
記録情報を情報記録媒体に記録する情報記録方法であって、

ように構成される。
【００１０】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、複数の誤り訂正単位よりなる
旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該旧記録情報

前記情報記録媒体に対して、新記録情報を追
加記録する情報記録方法であって、前記旧ダミー情報の記録位置を検出する検出工程と、
前記検出された旧ダミー情報

新ダミー情報を記録する新ダミー情
報記録工程と、前記新ダミー情報の後に前記新記録情報を記録する記録工程と、を備える
。
【００１１】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、請求項 に記載の情報記録
方法により記録情報が記録されている情報記録媒体から前記記録情報を再生する方法であ
って、再生時に、前記上書きされた領域の情報を所定の情報に置き換えて再生するように
構成される。
【００１２】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、複数の誤り訂正単位よりな
る旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該旧記録情報

前記情報記録媒体に対して、新記録情報を
追加記録する情報記録方法であって、前記旧ダミー情報の記録位置を検出する検出工程と
、前記検出された旧ダミー情報

新記録情報を記録する新記録情報
記録工程と、を備える。
【００１３】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、複数の誤り訂正単位よりな
る記録情報を情報記録媒体に記録する情報記録装置であって、

ように構成される。
【００１４】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、複数の誤り訂正単位よりな
る旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該旧記録情報
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第１記録情報を記録し、当該
第１記録情報の最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途
中までとなる所定量のダミー情報を記録して前記第１記録情報の記録を終了し、当該次の
誤り訂正単位内の前記記録を終了した位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置か
ら第２記録情報の追加記録を開始する

８
の最後を記録した誤

り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中までとなる所定量のダミー情報
を記録して当該旧記録情報の記録が終了した

が記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終了した
位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置から

１３ ９

１４
の最後を記録した

誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中までとなる所定量のダミー情
報を記録して当該旧記録情報の記録が終了した

が記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終了し
た位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置から

１８
第１記録情報を記録し、当

該第１記録情報の最後を記録した誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の
途中までとなる所定量のダミー情報を記録して前記第１記録情報の記録を終了し、当該次
の誤り訂正単位内の前記記録を終了した位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置
から第２記録情報の追加記録を開始する

２５
の最後を記録した

誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中までとなる所定量のダミー情



前記情報記録媒体に対して、新記録情報を
追加記録する情報記録装置であって、前記旧ダミー情報の記録位置を検出する検出手段と
、前記検出された旧ダミー情報

新ダミー情報を記録する新ダミー
情報記録手段と、
　前記新ダミー情報の後に前記新記録情報を記録する記録手段と、を備える。
【００１５】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、請求項 に記載の情報記
録装置により記録情報が記録されている情報記録媒体から前記記録情報を再生する装置で
あって、再生時に、前記上書きされた領域の情報を所定の情報に置き換えて再生するよう
に構成される。
【００１６】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、複数の誤り訂正単位よりな
る旧記録情報が記録されている情報記録媒体であって、当該旧記録情報

前記情報記録媒体に対して、新記録情報を
追加記録する情報記録装置であって、　前記旧ダミー情報の記録位置を検出する検出手段
と、　前記検出された旧ダミー情報

新記録情報を記録する新記録
情報記録手段と、を備える。
【００４１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。なお、以下の実施
形態は、上記ＤＶＤ－Ｒに対して情報を記録するための情報記録装置について本発明を適
用した実施の形態を説明するものである。
（Ｉ）
始めに、ＤＶＤ－Ｒに記録情報を記録する際の一般的な物理フォーマット及び当該記録情
報における誤り訂正処理について、図１及び図２を用いて説明する。
【００４２】
先ず、本実施の形態のＤＶＤ－Ｒにおける誤り訂正処理及び当該誤り訂正処理における誤
り訂正単位としてのＥＣＣブロックについて、図１を用いて説明する。
【００４３】
一般に、ＤＶＤ－Ｒに記録される記録情報は、図１（ａ）に示すデータセクタ２０を複数
個含む物理構造を成して構成されている。そして、一のデータセクタ２０中には、その先
頭から、データセクタ２０の開始位置を示すＩＤ情報２１と、当該ＩＤ情報２１の誤りを
訂正するためのＩＤ情報誤り訂正コード（ＩＥＣ（ ID Data Error correction Code ））
２２と、予備データ２３と、記録すべき主たるデータであるデータ２４と、データ２４に
おけるエラーを検出するためのエラー検出コード（ＥＤＣ（ Error Detection Code））２
５とにより構成され、このデータセクタ２０が複数連続することにより記録すべき記録情
報が構成されている。
【００４４】
次に、このデータセクタ２０を用いてＥＣＣブロックを構成する際の処理を、図１（ｂ）
を用いて説明する。
データセクタ２０を用いてＥＣＣブロックを構成する際には、図１（ｂ）に示すように、
始めに、一のデータセクタ２０を１７２バイト毎に分割し、分割した夫々のデータ（これ
を、以下、データブロック３３という。）を垂直方向に並べる（図１（ｂ） -1参照）。こ
のとき、垂直方向には１２行のデータブロック３３が並ぶこととなる。
【００４５】
そして、垂直方向に並べた夫々のデータブロック３３に対して１０バイトのＥＣＣ内符号
（ＰＩ（ Pality In ）符号）３１を当該データブロック３３の最後に付加して一の訂正ブ
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報を記録して当該旧記録情報の記録が終了した

が記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終了し
た位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置から

３０ ２６

３１
の最後を記録した

誤り訂正単位の次の誤り訂正単位に当該誤り訂正単位の途中までとなる所定量のダミー情
報を記録して当該旧記録情報の記録が終了した

が記録された前記次の誤り訂正単位内の前記記録を終
了した位置に対して、誤り訂正能力の範囲内となる位置から

記録フォーマットの実施の形態



ロック３４を構成する（図１（ｂ） -2参照）。この段階では、ＥＣＣ内符号３１が付加さ
れた訂正ブロック３４が垂直方向に１２行並んでいることとなる。その後、この処理を１
６のデータセクタ２０分だけ繰返す。これにより、１９２行の訂正ブロック３４が得られ
る。
【００４６】
次に、上記の１９２行の訂正ブロック３４が垂直方向に並べられた状態で、今度は、当該
１９２行の訂正ブロック３４を１バイト毎に最初から垂直方向に分割し、分割した夫々の
データに対して１６個のＥＣＣ外符号（ＰＯ（ Pality Out）符号）３２を付加する。なお
、当該ＥＣＣ外符号３２は、上記訂正ブロック３４のうち、ＥＣＣ内符号３１の部分に対
しても付加される。
【００４７】
以上の処理により、１６のデータセクタ２０を含む一のＥＣＣブロック３０が図１（ｂ）
-2に示すように形成される。このとき、一のＥＣＣブロック３０内に含まれる情報の総量
は、
（１７２＋１０）バイト×（１９２＋１６）行＝３７８５６バイト
であり、この内、実際のデータ２４は、
２０４８バイト×１６＝３２７６８バイト
となる。
【００４８】
また、図１（ｂ） -2に示すＥＣＣブロック３０においては、１バイトのデータを「Ｄ＃．
＊」で示している。例えば、「Ｄ１．０」は第１行第０列に配置されている１バイトのデ
ータを示しており、「Ｄ１９０．１７０」は第１９０行第１７０列に配置されている１バ
イトのデータを示している。従って、ＥＣＣ内符号３１は第１７２列乃至第１８１列に配
置され、ＥＣＣ外符号３２は第１９２行乃至第２０７行に配置されることとなる。
【００４９】
更に、一の訂正ブロック３４はＤＶＤ－Ｒ上には連続して記録される。
ここで、図１（ｂ） -2に示すように、ＥＣＣブロック３０をＥＣＣ内符号３１とＥＣＣ外
符号３２の双方を含むように構成するのは、図１（ｂ） -2における水平方向に並んでいる
データの訂正をＥＣＣ内符号３１で行い、図１（ｂ） -2における垂直方向に並んでいるデ
ータの訂正をＥＣＣ外符号３２で行うためである。すなわち、図１（ｂ） -2で示すＥＣＣ
ブロック３０内においては、水平方向と垂直方向の二重に誤り訂正することが可能となり
、従来のＣＤ（ Compact Disk）等に用いられている誤り訂正処理に比してより強力に誤り
訂正ができるように構成されている。
【００５０】
この点についてより具体的には、例えば、一の訂正ブロック３４（上述のように、一行分
のＥＣＣ内符号３１を含んで計１８２バイトのデータを含み、連続してＤＶＤ－Ｒ上に記
録される。）が全てＤＶＤ－Ｒのキズ等により破壊されたとしても、それを垂直方向から
見ると、１列のＥＣＣ外符号３２に対して１バイトのデータ破壊でしかない。従って、夫
々の列のＥＣＣ外符号３２を用いて誤り訂正を行えば、たとえ一の訂正ブロック３４の全
てが破壊されていても、正しく誤り訂正を行って正確に再生することができるのである。
【００５１】
次に、図１（ｂ） -2で示すＥＣＣブロック３０に構成されたデータセクタ２０が、具体的
にＤＶＤ－Ｒにどのように記録されるかについて、図２を用いて説明する。なお、図２に
おいて、「Ｄ＃．＊」で示されるデータは、図１（ｂ） -2内に記述されているデータに対
応している。
【００５２】
ＥＣＣブロック３０をＤＶＤ－Ｒに記録する際には、始めに、図２最上段に示すように、
ＥＣＣブロック３０が訂正ブロック３４毎に水平方向に一列に並べられてインターリーブ
されることにより、１６のレコーディングセクタ４０に分割される。このとき、一のレコ
ーディングセクタ４０は、２３６６バイト（３７８５６バイト÷１６）の情報を含むこと

10

20

30

40

50

(8) JP 3824701 B2 2006.9.20



となり、この中には、データセクタ２０とＥＣＣ内符号３１又はＥＣＣ外符号３２が混在
している。但し、各レコーディングセクタ４０の先頭には、データセクタ２０におけるＩ
Ｄ情報２１（図１（ａ）参照）が配置される。
【００５３】
そして、一のレコーディングセクタ４０は、９１バイト毎のデータ４１に分割され、夫々
にヘッダＨが付加される。その後、この状態のレコーディングセクタ４０を８－１６変調
することにより、夫々のデータ４１毎に一のシンクフレーム４２が形成される。このとき
、一のシンクフレーム４２はヘッダＨ’とデータ４３とにより構成されている。また、一
のシンクフレーム４２内の情報量は、
９１バイト×８×（１６／８）＝１４５６バイト
となり、このシンクフレーム４２が連続した形態でＤＶＤ－Ｒ１に情報が書き込まれる。
このとき、一のレコーディングセクタ４０は、２６のシンクフレーム４２を含むこととな
る。
【００５４】
以上説明した物理フォーマットを構成してＤＶＤ－Ｒに情報を記録することにより、当該
情報を再生する際に８－１６復調及びデインターリーブを行えば（図２参照）、もとのＥ
ＣＣブロック３０を復元することができ、上記のように強力な誤り訂正を行って情報を正
確に再生することができるのである。
（ II）
次に、図１及び図２を用いて説明した物理フォーマットで情報をＤＶＤ－Ｒ１に記録する
ための本発明に係る情報記録装置の実施の形態について、図３乃至図７を用いて説明する
。なお、以下の実施の形態では、ＤＶＤ－Ｒ１において、当該ＤＶＤ－Ｒ１上のアドレス
情報等を記録したプリピットが、記録情報を記録すべき情報トラック上等に予め形成され
ており、記録情報の記録時には、当該プリピットを予め検出することによりＤＶＤ－Ｒ１
上のアドレス情報を得、これにより記録情報を記録するＤＶＤ－Ｒ１上の記録位置を検出
して記録するものとする。
【００５５】
　始めに、本発明に係る情報記録装置の構成について、図３を用いて説明する。
　図３に示すように、実施形態の情報記録装置Ｓは ックアップ２と、再生増幅器３と

コーダ４と、プリピット信号デコーダ５と、スピンドルモータ６と、サーボ回路７と
ロセッサ８と ンコーダ９と、スイッチ１０と、パワー制御回路１１と、レーザ駆

動回路１２とにより構成されている。
【００５６】
次に、全体の動作を説明する。
ピックアップ２は、図示しないレーザダイオード、偏向ビームスプリッタ、対物レンズ、
光検出器等を含み、レーザ駆動信号Ｓ D Lに基づいて光ビームＢをＤＶＤ－Ｒ１の情報記録
面に照射し、その反射光に基づいて上記プリピットを検出して記録すべき記録情報を記録
すると共に、既に記録されている旧記録情報がある場合には、上記光ビームＢの反射光に
基づいて当該既に記録されている旧記録情報を検出する。
【００５７】
そして、再生増幅器３は、ピックアップ２から出力されたプリピット又は既に記録されて
いる旧記録情報に対応する情報を含む検出信号Ｓ D Tを増幅し、プリピットに対応するプリ
ピット信号Ｓ P Pを出力すると共に、既に記録されている旧記録情報に対応する増幅信号Ｓ

P  を出力する。
【００５８】
その後、デコーダ４は、増幅信号Ｓ P  に対して８－１６復調及びデインターリーブを施す
ことにより当該増幅信号Ｓ P  をデコードし、復調信号Ｓ D M及びサーボ復調信号Ｓ S Dを出力
する。
【００５９】
一方、プリピット信号デコーダ５は、プリピット信号Ｓ P Pをデコードして復調プリピット
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信号Ｓ P Dを出力する。
そして、サーボ回路７は、復調プリピット信号Ｓ P D及びサーボ復調信号Ｓ S Dに基づいて、
ピックアップ２におけるフォーカスサーボ制御及びトラッキングサーボ制御のためのピッ
クアップサーボ信号Ｓ S Pを出力すると共に、ＤＶＤ－Ｒ１を回転させるためのスピンドル
モータ６の回転をサーボ制御するためのスピンドルサーボ信号Ｓ S Sを出力する。
【００６０】
これらと並行して、プロセッサ８は、外部から入力される記録すべき記録情報に対応した
記録情報信号Ｓ R  を一時的に記憶して出力すると共に、復調信号Ｓ D Mに基づいて記録され
ていた旧記録情報に対応する再生信号Ｓ O Tを外部に出力し、更に、復調プリピット信号Ｓ

P Dに基づいて後述のスイッチ信号Ｓ S Wを出力する。
【００６１】
そして、エンコーダ９は、記録情報信号Ｓ R  に対してＥＣＣ内符号３１及びＥＣＣ外符号
３２を付加してＥＣＣブロック３０を構成すると共に、当該ＥＣＣブロック３０に対して
インターリーブ及び８－１６変調を施し、エンコード信号Ｓ R Eを出力する。
【００６２】
このとき、スイッチ１０は、エンコード信号Ｓ R E及びグランド信号を切り換えて出力信号
Ｓ P Cとして出力する。
そして、パワー制御回路１１は、出力信号Ｓ P Cに基づいてピックアップ３内の図示しない
レーザダイオードの出力を制御するための駆動信号Ｓ D  を出力する。
【００６３】
その後、レーザ駆動回路１２は、駆動信号Ｓ D  に基づいて、実際に上記レーザダイオード
を駆動して光ビームＢを出射させるためのレーザ駆動信号Ｓ D Lを出力する。
【００６４】
なお、上記の情報記録装置Ｓは、ＤＶＤ－Ｒ１に記録されている情報を再生することも可
能であり、その際には、復調信号Ｓ D Mに基づいてプロセッサ８を介して再生信号Ｓ O Tが外
部に出力されることとなる。
【００６５】
次に、本発明に係る記録情報の記録終了時の動作及び新たな記録情報の追加記録開始時の
動作について、場合を分けて図４乃至図７を用いて説明する。
（ III ）
始めに、請求項１、２、５及び６に記載の発明に対応する記録情報の記録動作の第１の実
施形態について図４及び図５を用いて説明する。
【００６６】
第１実施形態の情報記録動作においては、旧記録情報（以下、旧データという。）の記録
終了時に二のシンクフレーム４２に相当する情報量の旧ダミー情報（以下、旧ダミーデー
タという。）４４が旧データに続けてＩＤ情報２１を先頭として記録される。また、新記
録情報（以下、新データという。）の追加記録開始時には、最初に、上記旧ダミーデータ
４４が記録された領域のうち、第２番目のシンクフレーム４２に対応する領域に上記旧ダ
ミーデータ４４と同じ内容の新ダミー情報（以下、新ダミーデータ）４５が記録される。
このとき、旧ダミーデータ４４が記録された領域のうちの新ダミーデータ４５の追加記録
後に残っている領域と新ダミーデータ４５が記録された領域の合計は、一のレコーディン
グセクタ４０に相当する領域となるように、新ダミーデータ４５の記録量が設定される。
その後、当該新ダミーデータ４５に引き続いて本来記録すべき新データが記録される。
【００６７】
なお、図４は、情報記録動作の第１実施形態における記録終了時の処理と記録開始時の処
理を一つに纏めた処理を示すフローチャートであり、図５は、情報記録動作の第１実施形
態によって新データが追加記録される前後のＤＶＤ－Ｒ１を示したものである。
【００６８】
また、図４及び図５においては、旧データのうち、最後の旧データが記録されているレコ
ーディングセクタ４０の先頭のＩＤ情報２１に対応する番地がＮ番地であるとし、それに
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引続いて旧ダミーデータ４４が記録されているレコーディングセクタ４０の先頭のＩＤ情
報２１に対応する番地が（Ｎ＋１）番地であるとする。
【００６９】
情報記録動作の第１実施形態においては、図４に示すように、新データの追加記録が開始
されると、始めに、旧データのうち、最後の旧データが記録されているレコーディングセ
クタ４０の先頭のＩＤ情報２１を検索するため、当該ＩＤ情報２１に対応する番地である
Ｎ番地をサーチする（ステップＳ１）。この動作は、デコーダ４からの復調信号Ｓ D Mに基
づいて、プロセッサ８において実行される。
【００７０】
そして、Ｎ番地に対応するＩＤ情報２１が検出されると、当該Ｎ番地に対応するＩＤ情報
２１に引続いてレコーディングセクタ４０に記録されている旧データを検出し（ステップ
Ｓ２）、次に、（Ｎ＋１）番地に対応するＩＤ情報２１が検出されたか否かが、デコーダ
４からの復調信号Ｓ D Mに基づいて、プロセッサ８において判定される（ステップＳ３）。
（Ｎ＋１）番地に対応するＩＤ情報２１が検出されないときには（ステップＳ３；ＮＯ）
検出されるまで旧データの検出を継続し、検出されたときには（ステップＳ３；ＹＥＳ）
、次に、プロセッサ８から
（１レコーディングセクタ－１シンクフレーム）
に相当する情報量の新ダミーデータ４５（例えば、「００００……」）を出力してエンコ
ーダ９に入力し、一時的に記憶させておく。そして、当該新ダミーデータ４５に引続いて
追加記録すべき新記録情報に対応する記録情報信号Ｓ R  を出力してエンコーダ９において
エンコードし、一時的に記憶しておく（ステップＳ４）。
【００７１】
このとき、新データにおいては、新ダミーデータ４５を含んで一のＥＣＣブロック３０を
形成するようにしてもよいし、新ダミーデータの終了位置からの一のＥＣＣブロック３０
を構成する（すなわち、新データのみでＥＣＣブロック３０を構成する）ようにしてもよ
い。
【００７２】
次に、（Ｎ＋１）番地に対応するＩＤ情報２１に引続いて記録されている旧ダミーデータ
４４（例えば、「００００……」とされている。）を検出し、各シンクフレーム４２の先
頭のヘッダＨをデコーダ４からの復調信号Ｓ D Mに基づいて検出することにより、旧ダミー
データ４４が記録されている領域のうち、第２番目のシンクフレーム４２に対応する領域
が検出されたか否かがプロセッサ８において判定される（ステップＳ５）。そして、第２
番目のシンクフレーム４２に対応する領域が検出されないときには（ステップＳ５；ＮＯ
）、検出されまで旧ダミーデータ４４の検出を継続し、検出されたら（ステップＳ５；Ｙ
ＥＳ）、プロセッサ８からのスイッチ信号Ｓ S Wに基づいてスイッチ１１の端子Ａ側に切り
換え、エンコーダ９に一時的に記録されていた新ダミーデータ４５及びそれに続く新デー
タをエンコード信号Ｓ R Eとして取り出し、スイッチ１０から出力信号Ｓ P Cとして出力する
（ステップＳ６）。これにより、新ダミーデータ４５及びそれに続く新データがピックア
ップ２からの光ビームＢによりＤＶＤ－Ｒ１上に記録される。このときの光ビームＢのパ
ワーは、図５に示すように、スイッチ１０がＡ端子側に切り換えられるまでは一定の再生
パワーとされ、スイッチ１０がＡ端子側に切り換えられた以降（旧ダミーデータ４４が記
録されている領域のうち、第２番目にシンクフレーム４２の先頭に相当する位置以降）は
、出力信号Ｓ P Cに含まれる新ダミーデータ４５及びそれに続く新データに対応して記録パ
ワーと再生パワーが切り換わることとなる。なお、データを記録しないときでも光ビーム
Ｂを再生パワーとして出射し続けるのは、データを記録しない場合でもＤＶＤ－Ｒ１上の
情報トラックをトラッキングするためトラッキングサーボ制御用の反射光が必要であるか
らである。
【００７３】
ステップＳ６において、スイッチ１０がＡ端子側に切り換えられることにより新ダミーデ
ータ４５及び新データの記録が行われると、次に、エンコーダ９からの新データが終了し
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たか否かがプロセッサ８において判定される（ステップＳ７）。そして、終了していない
場合には（ステップＳ７；ＮＯ）そのまま新データの記録を継続し、終了した場合には（
ステップＳ７；ＹＥＳ）、次に、記録終了時の処理として二のシンクフレーム４２に対応
する情報量のダミーデータ（例えば、「００００……」とされている。）がエンコーダ９
から出力されて記録の終了している新データに引続いて記録され（ステップＳ８）、それ
が終了するとスイッチ１０をＢ端子側（接地側）に切り換えて光ビームＢのパワーを再生
パワーに設定して（ステップＳ９）、新データの追加記録処理を終了する。
【００７４】
以上説明した図４に示す処理により、新データの追加記録開始時には、図５に示すように
新ダミーデータ４５に引続いて新データが記録され、更に、新データの記録終了時には記
録の終了した新データ（図５においては、旧データに相当する。）に引続いてダミーデー
タが２シンクフレーム４２に相当する情報量だけ記録されて処理が終了することとなる。
この処理を繰返すことにより記録情報の追加記録が行われるのであるが、この場合、追加
記録における旧データと新データの連設部分のＤＶＤ－Ｒ１の状態については、図５最下
段に示すように、１レコーディングセクタ４０に相当する情報量のダミーデータ（「００
００……」）が記録される。ここで、旧ダミーデータ４４と新ダミーデータ４５が重なる
部分（１シンクフレーム４２に相当する情報量である。図５において、データ破壊領域Ｄ
と示す。）では、データの上書きとなるため双方のデータが破壊される場合があるが、こ
のとき、後ほど旧データと新データを連続して再生する際には、旧データと新データの境
界部分のダミーデータが「００００……」であることが予め判明しているので、たとえデ
ータ破壊領域Ｄが存在しても、当該データ破壊領域Ｄから検出されるデータを「００００
……」と置き換えれば、当該連続再生時の誤り訂正に影響を与えることなく（連続再生時
の誤り訂正能力を低下させることなく）連続再生を行うことができる。
【００７５】
また、ダミーデータが記録される連設領域が１レコーディングセクタ４０に相当するのみ
でよいので、一のＥＣＣブロック３０に相当する連設領域を設ける場合に比してＤＶＤ－
Ｒ１の記録領域を有効に使用して、より多くの記録情報を記録することができる。
【００７６】
更に、旧データと新データの連設部分のレコーディングセクタ４０に対応するＩＤ情報２
１（（Ｎ＋１）番地に相当する。）が破壊されることがないので、上記連続再生の際に正
確に連続再生することができる。
（ IV）
次に、請求項３、４、７及び８に記載の発明に対応する記録情報の記録動作の第２の実施
形態について図６及び図７を用いて説明する。
【００７７】
第２実施形態の情報記録動作においては、記録終了時においては、第１実施形態と同様に
、旧データの記録終了時に２のシンクフレーム４２に相当する情報量の旧ダミーデータ４
４が記録情報に続けてＩＤ情報２１を先頭として記録される。
【００７８】
一方、新データの追加記録開始時には、当該新データの最初から一のシンクフレーム４２
に相当する新データを除いた以降の新データから記録が開始される。なお、図５は、情報
記録動作の第２実施形態における記録終了時の処理と記録開始時の処理を一つに纏めた処
理を示すフローチャートであり、図７は、情報記録動作の第２実施形態によって新データ
が追加記録される前後のＤＶＤ－Ｒ１を示したものである。
【００７９】
また、図６及び図７においては、旧データのうち、最後の旧データが記録されているレコ
ーディングセクタ４０の先頭のＩＤ情報２１に対応する番地がＮ番地であるとし、それに
引続いて旧ダミーデータ４４が記録されているレコーディングセクタ４０の先頭のＩＤ情
報２１に対応する番地が（Ｎ＋１）番地であるとする。更に、図４に示す情報記録動作の
第１実施形態と同様の動作については同様のステップ番号を付して細部の説明は省略する
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。
【００８０】
情報記録動作の第２実施形態においては、図６に示すように、新データの追加記録が開始
されると、始めに、図４に示すステップＳ１乃至Ｓ３と同様の動作が行われ、旧ダミーデ
ータ４４が記録されている領域の先頭のＩＤ情報２１が検出される。
【００８１】
そして、（Ｎ＋１）番地に対応するＩＤ情報２１が検出されたときには（ステップＳ３；
ＹＥＳ）、次に、プロセッサ８からダミーデータを挿入することなく追加記録すべき新記
録情報に対応する記録情報信号Ｓ R  を出力してエンコーダ９においてエンコードし、一時
的に記憶しておく（ステップＳ１０）。
【００８２】
その後は、図４に示すステップＳ５乃至Ｓ９と同様の動作が行われ、旧ダミーデータ４４
が記録されている領域のうち、第２番目にシンクフレーム４２に相当する位置から新デー
タ（新データの最初から一のシンクフレーム４２に相当する新データを除いた以降の新デ
ータ）の記録が行われ、二のシンクフレーム４２に対応する情報量のダミーデータを記録
して、新データの記録が終了する。
【００８３】
このときの光ビームＢのパワーについては、図７に示すように、スイッチ１０がＡ端子側
に切り換えられるまでは一定の再生パワーとされ、スイッチ１０がＡ端子側に切り換えら
れた以降（旧ダミーデータ４４が記録されている領域のうち、第２番目にシンクフレーム
４２の先頭に相当する位置以降）は、出力信号Ｓ P Cに含まれる新データに対応して記録パ
ワーと再生パワーが切り換わることとなる。
【００８４】
以上説明した図６に示す処理により、新データの追加記録開始時には、図７に示すように
当該新データの最初から一のシンクフレーム４２に相当する新データを除いた以降の新デ
ータから記録され、更に、新データの記録終了時には記録の終了した新データ（図７にお
いては、旧データに相当する。）に引続いてダミーデータが２シンクフレーム４２に相当
する情報量だけ記録されて処理が終了することとなる。この処理を繰返すことにより記録
情報の追加記録が行われるのであるが、この場合、追加記録における旧データと新データ
の連設部分のＤＶＤ－Ｒ１の状態については、図７最下段に示すように、新データの最初
の二のシンクフレーム４２に相当する部分では、新データと異なるデータが記録されるこ
ととなる。すなわち、一のシンクフレーム４２に相当する部分には旧ダミーデータ４４が
記録され、それに続く一のシンクフレーム４２に相当する部分がデータ破壊領域Ｄとなる
。
【００８５】
しかしながら、旧データと新データを連続再生する場合を考えると、当該旧データ及び新
データのＥＣＣブロックは、共に図１に示すＥＣＣブロック３０の構造となっているので
、二のシンクフレーム４２に相当するデータ量はＥＣＣブロック３０において一の訂正ブ
ロック３４に相当することとなる。従って、ＥＣＣブロック３０の説明の際に述べたよう
に、ＥＣＣ内符号３１とＥＣＣ外符号３２を含んで垂直方向と水平方向に二重に誤り訂正
を行うＥＣＣブロック３０の構造によれば、一の訂正ブロック３４が全て破壊されたとし
ても、それを垂直方向から見ると、１列のＥＣＣ外符号３２に対して１バイトのデータ破
壊でしかないので、夫々の列のＥＣＣ外符号３２を用いて誤り訂正を行えば、正しく誤り
訂正を行って正確に再生することができる。
【００８６】
従って、当該連続再生時の誤り訂正に対してはほとんど影響を与えることなく連続再生を
行うことができるのである。
また、ダミーデータが記録される領域及びデータ破壊領域Ｄの総計が二のシンクフレーム
４２に相当する領域のみであり、当該二のシンクフレーム４２に相当する領域が連続再生
の際の誤り訂正にほとんど影響を与えることがないので、実質的に旧データと新データの
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連設領域（旧データと新データの連続再生の際には無駄な領域となる。）を設けることな
く連続再生ができるので、一のＥＣＣブロック３０に相当する連設領域を設ける場合又は
第１実施形態の場合に比してＤＶＤ－Ｒ１の記録領域を有効に使用して、より多くの記録
情報を記録することができる。
【００８７】
更に、旧データと新データ暖簾接部分のレコーディングセクタ４０に対応するＩＤ情報２
１（（Ｎ＋１）番地に相当する。）が破壊されることがないので、上記連続再生の際に正
確に連続再生することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の記録情報におけるＥＣＣブロックの構造を示す図であり、（ａ）は記
録情報のデータ構造を示す図であり、（ｂ）はＥＣＣブロックのこう正を示す図である。
【図２】実施形態の記録情報の物理フォーマットを示す図である。
【図３】情報記録装置の概要構成を示すブロック図である。
【図４】情報記録動作の第１実施形態の処理を示すフローチャートである。
【図５】情報記録動作の第１実施形態の処理による記録情報の記録を説明する図である。
【図６】情報記録動作の第２実施形態の処理を示すフローチャートである。
【図７】情報記録動作の第２実施形態の処理による記録情報の記録を説明する図である。
【符号の説明】
１…ＤＶＤ－Ｒ
２…ピックアップ
３…再生増幅器
４…デコーダ
５…プリピット信号デコーダ
６…スピンドルモータ
７…サーボ回路
８…プロセッサ
９…エンコーダ
１０…スイッチ
１１…パワー制御回路
１２…レーザ駆動回路
２０…データセクタ
２１…ＩＤ情報
２２…ＩＤ情報誤り訂正コード
２３…予備データ
２４、４１、４３…データ
２５…エラー検出コード
３０…ＥＣＣブロック
３１…ＥＣＣ内符号
３２…ＥＣＣ外符号
３３…データブロック
３４…訂正ブロック
４０…レコーディングセクタ
４２…シンクフレーム
４４…旧ダミーデータ
４５…新ダミーデータ
Ｂ…光ビーム
Ｈ、Ｈ’…ヘッダ
Ｄ…データ破壊領域
Ｓ R  …記録情報信号
Ｓ S W…スイッチ信号
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Ｓ R E…エンコード信号
Ｓ P C…出力信号
Ｓ D  …駆動信号
Ｓ D L…レーザ駆動信号
Ｓ D T…検出信号
Ｓ O T…再生信号
Ｓ P  …増幅信号
Ｓ P P…プリピット信号
Ｓ D M…復調信号
Ｓ S D…サーボ復調信号
Ｓ P D…復調プリピット信号
Ｓ S P…ピックアップサーボ信号
Ｓ S S…スピンドルサーボ信号
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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